
緋
嚢
 

一
 
一
 
一
 

一
 一『
 

一
 

蛇
誠
焦
 

舞
一
 

糾
謡

難
」
 

・

り

「
1
一
消
坊
署

：
火

災
専

用
ブ

L
g
・
・
ー
！
フ
十
 
？
ー
ー
ノ

こ
一

と
“
⑥
今
回

薪
糾
鉛
に

翻
柵
寧
型
電
話
が
取
り

つ
け
ら

れ
ま
し

た

一
 

ら
「

「
り
肖
 
方
 
号
 

り
 

◆
火

事
の
場
合
は
「
即
時
通
報
」
を
忘
れ
ず
【
 

1

一
 

，，
ー
 
ー
 
J
一
 
く
‘
ー
 

に
、
ふ
だ
ん
か
ら
心
が
け
て
下
さ
い
。
 

と
A
」
 

A

孤
荏
『
斥

匡
一
 
（
五

所
川
原
消
防
署
）
 
一
 

ま
 
”
 
◆
火

災
の
時
電
話
で
火
災
通
報
を

、
【ノ
 
多
・
茎
、
●

艮
」
ョ
r
口
り
与
舌【
七4
 

、
 
『
 

さ
れ
る
場
合
は
「
火
事
で
す
」
 
ノ」
、
 オ
1
！
て
．
ヌ，
l
i「
ー

佐
ー一三
r
 
】
 

，
」
 

と
言
う
だ
け
で
交
換
局
で
は
直
 
◆
こ

れ
は
一
般
の
方
々
が
電
話
に
よ
つ
て
盗
一

ゆ
‘
」
 

ち
に
消
防
署
へ
つ
な
い
で
く
れ
 
離
、

強
盗
危
険
等
に
際
し
緊
急
に
「
警
察

樫
」
」」
 
ま
す
。
 

力
」
の
発
動
を
要
請
す
る
た
ぬ
に
利
用
す
一
 

一
 
へ
 
◆
火
冥

の
場
合
電
話
番
号
で
消
防
 
◆
但
し

一
般
事
務
的
な
も
の
は
従
来
通
り
一一
 

」
 

署
を
呼
出
し
と
普
通
電
話
と
間
 

O
番
、
七
四
番
を
御
利
用
し
て
下
さ
い
。
一

違
え
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
ロ
 

（
五所
川
原
警
察
署
）
 
一
 

己
、
〈
 

こ
が
火
事
で
す
と
あ
わ
て
ず
明
 
警
察

」
と
言
え
ぱ
接
続
し
て
く
れ
ま
す
。
 

】
ほ
（
 

瞭
に
告
げ
て
下
さ
い
。
 

ど
う
か
ど
し
ど
し
利
用
し
て
下
さ
い
。
 

の
 
）
 
◆
消
防
署
が
出
た
ら
、
何
町
の
ど
 
る

特
別
な
電
話
で
、
単
に
局
の
交
換
に

「
 

完
納
で
明
る
い
我
が
家

我
が
部
落

市
税
を
完
納
し
て
 

，明
る
く
市
が
伸
び
る

汗
で
働
き
笑
頗
で
完
納
 

21日22日の2日間 
い／ 醤町内一斎に雪切 

皆さんの御協力を願v、●‘ 

五所川原消防署

五所川原警察署 

、
任
 
期
 

其
の
成
績
優
良
の
か
ど
を
以
つ

三
年
委
員
 
村
上
純

一
 
て
、総
理
大
臣
か
ら
賞
状
及
び

ニ
年
委
員
 
成
田
篤
弥
 
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。
 

⑨
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
必
※
※
※
※
※
※
※
＠
 

妙
れ
猫
鞠
知
紗知
ぬ
 

自
動
車
損
害
陪

償
保
障
法
 

請
願
、
陳
情
書
の
 

提
出
要
領
に
つ
い

て
 

市
議
曾
事

務
局
 

弘
軸
撲
繊
紗
落
講
離

臓
警
愛
誌
＼

齢
窯
想
駕
整
獣
競
変
答

醜
講
識
 

せ
致
し
ま
す
。
 

翫
譲
潔
報
誌
議
会
事
務
局
に
御
川
で
に
な
られr」
 

裏
紙
 

報
介
議
員
 
氏
 

名
 
＠
 

（
陳
情
書
の
場
合
は
必
要
な
い
）
 

に
つ
い
て
の
 

請
、

願

（
陳
 

情
）

書
 

提
出
者
 

住
 
所
 

内
容
 

要
 

旨
 

一
、
何

A
 

に
つ
い
て
（
を
さ
れ
た
い
）
 

（
簡単
に
記
載
の
こ
と
）
 

理
 

由
 

国
出
刀
旺
由
し《
肥
載
血」h
た
い
 

「
、
」
蔓
あ
る
場
合
は
簡
単
な
図
面
又
は
幸
考
昏
属
を
添
け
 

右
地
方
日
治
法
第
百
一
一
十
四
条
の
規定
に
よ
つ
て
請
願
い
た
 

一
 
l
ま
す

（陳
情
い
た
し
ま
す
）
 

昭
和
 

年
 

月
 
日
 

住
 
所
 

撒
 

氏
 

名
 
o
 

（
法
人
名
 代
表
者
名
 
O
)
 

五
 
所
川
 
原
市

長
 
外
崎
十

代

吉

殿
 

五
所
川
原
市
議
会
議
長
 
仙

庭
 
藁

八

殿
 

提
掛
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
 

三
、
請
願
書
の
用
語
が
平
穏
で
 

一
、
請
顎
書
は
必
ず
議
員
の
紹
 

な
い
も
の
や
、
判
読
し
得
な

介
を
要
し
請
願
書
の
表
紙
に
ー
 
いも
の
な
ど
は
返
臭
す
る
こ

脳
員
の
零
名
摘
《
を
得
る
こ
ー
 
と
も
あ
る
か
ら
留
奮
さ
れ
た
 

●

」
 
一
 
い
 

二
、
精
頭
．
は
邦
文
を
用
い
る
ー
ョ
、
靖
頑
書
ユ
義
議

D
ま
ト
を
 

「
 
」」
と
 

一
・
つ
せ
D
喝
系
竣
喝

r」も
紀
」」J
 

職
 
氏
 
名
 

外
 
何
 
名
 

（
法
人
名
 
代
表
者
名
 

五
 
所
 
川
 
原
 
市
 長
外

崎
千
代

吉
殿

五
所
川
原
市
議
会
議
会
長
仙

庭
 
茶
八

殿
 

@ @ 

去
る
二
月
一
日
午
前
十
時
か

ら
公
民
舘
に
於
て
「
旧
五
所
川

原
地
区
町
内
会
長
の
初
の
連
絡

会
議
が
開
催
さ
れ
、
町
内
会
良

二
十
四
名
全
員
出
席
、
市
役
所

側
か
ら
外
崎
市
長
初
め
各
課
長

が
出
席
、
外
崎
市
長
の
挨
拶
，
 

町
内
会
長
代
表
旭
町
千
菓
会
長
 

広
  

び
お
碩
い
事
項
を
協
議
終
つ
て

の
挨
拶
が
あ
り
、
左
の
要
望
及

懇
談
に
移
り
有
意
義
に
終
了
し
 

市
 
一
 
。
 

五所 JI 

⑧
町
内
曾

か
ら
 

要
 
望
 
事
 
項
 

ー
、
街
燈
の
寄
附
採
納
に
関
す

る
要
望
 

街
豊
の
電
燈
料
金
を
市
で
負

担
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

2
、
各
所
の
街
畳
が
破
損
し
て

い
る
の
で
こ
の
棒
加
方
を
早
急

に
や
つ
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

3
、
下
水
の
怖
理
を
し
て
い
た
 

旧
五

所
川
原

地
厘
 

町
内
会

長
連

絡
会
議
 

十
月
施
行
の
国
努
調
査
に
於
て
 

車
の
所
有
者
は
、
賠
償
保
障
法
 

第
五
条
に
基
き
責
任
保
険
に
加
 

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
 

け
た
も
の
 

三
 万
円
 
中
に
お
い
て
俸
給
、
給
料
、
賃
 

1
1

、J
j

、
リ

J
 

金
、
歳
費
、
年
金
、
恩
給
、
賞
 

4り
ー
 
に
お
知
一
 
与
及
び

こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す

⑨
 
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
 
る
給
与
の
支
払
を
受
士
た
人
で

覧
に
つ
い
て
 
一
昭
和
三
十
一
 
本
年

月
一
日
現
在
当
市
に
住

年
度
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を
 
所
を
有
す
る
人
を
対
象
と
し
て

三
月
一
日
か
ら
」
十
日
間
関
係
 
さ
き
に
配
付
致
し
ま
し
た
報
告

者
皆
様
の
縦
覧
に
供
す
べ
く
現
 
書
に
記
載
の
上
弐
月
末
日
ま
で

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
か
ら
 
に
提
田
方
お
願
い
し
ま
す
。
 

予
齢
警

賢
雑

然
け
 
背
正

明
け
 

て
騒
髭
毅
騨

税
法
の
 
市
税
滞
納
 

去
る
十
月
市
税
滞
納
整
理
臨

時
対
策
本
部
を
設
け
積
極
的
滞

納
整
埋
に
乗
り
出
し
て
遂
次
七

の
成
果
を
上
げ
て
参
り
ま
し
た

が
、
そ
の
実
績
収
入
率
は
初
期

の
徴
収
計
画
率
に
は
未
だ
遠
く

こ
れ
が
権
保
に
は
市
役
所
の
稔

カ
を
上
げ
て
旧
正
明
け
を
期
し

て
、
 一
斉
蒲
行
整
理
の
計
画
で

い
ま
す
か
ら
税
金
を
滞
納
し
て
 

整

理
に

つ
い
て
 

一
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
 

一
 尚
、
同
法
に
依
つ
て
自
動
車
 

ら
実
施
さ
れ
て
居
h‘
ま畜

一
事
故
で
、
死
亡
し
た
者
又
は
傷

本
法
の
滴
要
を
受
け
る
白協
一

胃
を
受
け
た
者
一
人
に
つ
き
次
 

「騒
郭
総
獣
議
茎

「講
騒
究
 

自
纏
姦
詰
験
牲
い
一

軒
髪
観
齢
齢
静
鶏
一
 

れ
、
昭
和
三
ト

ー
年
云
月
一
『
日

か
ら
実
施
さ
れ
て
居
h‘
ます
．
 
 

改
正
に
よ
り
昭
和
三
十

一
年
度

を
基
準
年
度
と
し
て
式
ケ
年
間

評
価
が
据
置
き
と
な
り
参
ケ
年

ど
と
に
評
価
が
更
新
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

給
奥

支
排
報
告
書
の

一
 
提
出

方
に
つ

い
イ
ー
 

ー
 各
官
公
庁
、
会
社
、
事
業
所

一
に
御
願
い
 
昭
和

三
十
年
 

記
 

常
任
委
員
会
名
 

総
務
、
財
務
、
民
生
、
農
林
 

商
エ
、
都
市
計
囲
、
水
道
、
 

土
木
 

●

家
の
皆
さ
ん
昨
年
は
田
植
後
高
温
多
照
で
、
豊
作
を
予
想
＋
 

穀
暴
爵
麓
製
讐
難
驚
熱
離

競
揺
 

た
が
、
皆
様
の
努
力
に
よ
り
最
少
限
度
に
く
ひ
と
め
ま
し
た
』
 

又
林
檎
は
と
言
え
ぽ
モ
」
リ
ヤ
及
カ
・
マ
ッ
が
発
生
し
て
．
 

と
は
今
尚
記
憶
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

、
 

聞
く
だ
に
も
不
決
な
又
字
通
り
の
不
作
で
、
今
後
の
林
檎
，
~
 

に
大
な
る
研
究
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

雲

農
家
の
皆
さ
ん
又
春
が
や
つ
て
来
ま
し
た
。
猫
の
手
を
か
廿

い
五
、
大
月
は
未
だ
し
て
も
、
も
う
ニ
ロa
、
そ
ろ
く
、

《
】
 

や
、
こ
れ
や
の
準
備
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
時
期
に
入
．
・

し
に
。
 

日

市
最
林
商
工
課
で
は
色
々
な
履
業
上
の
面
に
於
い
て
農
家
ニ

様
の
参
考
に
と
農
作
上
必
要
な
事
項
を
、
こ
れ
か
ら
公
報
」
 

織
糞
麓
麗
築
染
語

離
憐
麟
4
 

一
、
 
一
、
 
氏
ョ
 
！
 

《A
，
 

《
一
 

ー
、覇
鮮
響
畿
畿
盤
爵
原
一
 

ル
育
苗
に
つ

い
て
っ

講
演
曾
ド

あ
 

導
浦
ょ

黒
石
農
事
試
強
島
の
相
馬
 

す
多
数

の
聴
講

を
望

み
ま
す
。
 

2
、
地
力

増
進
の

た
め
最
も
大
切

な
堆
【
 

O
貫

目
標
ぐ

施

肥
す
る

よ

5
に
い

た
 

し

よ

5
。
 

3
、
種
粗
は
地
域

別
に
耕

積
規

準
の
作
付

製
 

を
も

つ
て
準
備
い
た
し

ま
し

ユ
う
。

（
芦
 

か
り

に
な
ら

な
い
お

方
は

普
及
員
と

旬
 

絡
下

さ
い
）
 

4
、
受
種

（
た
ね

を
つ
け
る
）
す

る
際
ば

I
 

塩
水

選

を
行
ひ
ま
し

よ
う
。
 

そ

の
比
卒

は
次
り

通

b
で
す
 

ど
 ~

 

5
、

種
粗

消
毒

は
是

非
と

も
責
行

い
た
し
 

よ
う
。
 
そ
り

比
牟

は
次
乃

通
り
で

す
。
 

瞬
噛
m
獲
水
洗

不
凧
、
液
温
は
摂
氏
の
ー
や
 

6
、
 る

こ

と
。
 

喜
 

町内曾長曾議で挨拶ずる外崎市艮 

”ケ（×
v
 

第
 

【
だ
舟、
た
一
‘
 

一
4
、
柳
町
の
道
路
に
砂
利
を
敷

一
い
て
い
た
だ
き
た
いn
 

一
5
、
乾
橋
附
近
に
塵
芥
及
び
下

一
肥を
築
て
な
い
よ
5
市
役
所
か
 

ー
ら
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

一③
市
役
所
か
ら
 

一
 
お
 
願
 
い
 事
項

一◇
幅
祉

事
務
所
 

（
イ
）
 
歳末
た
す
け
あ
い
運

動
・
舞
踊
と
映
画
の
会
を
開
催

一
す
る
の
で
御
協
力
方
を
お
願
い

一
 
（
ロ）
 
受
胎
調
節
の
獅
底
方

に
つ
い
て
の
お
輔
い
 

一
 （
(
）
 
生
活協
同
組
合
結
成

の
際
の
御
協
力
方
お
願
い
 

一◇

税
務
課
 

（イ
）
 
市
税
納入
方
に
つ
い
 

ー
て
の
御
協
力
方
お
穎
い
 

（
ロ）
 
納
税貯
蓄
組
合
結
成
 

促
進
方
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

◇
消
防
署
 

（
イ
）
 
災害
を
未
然
に
防
止

す
る
よ
、
御
協
力
方
お
願
い
 

◇
厚
生
 

課
 

（
イ
）
靖
国神
社
奉
賛
会
勧
寡

金
に
つ
い
こ
御
協
力
方
お
m
い
 

◇

継
務

課
 

（
イ
）
 
目屋
ダ
ム
感
謝
運
動

に
御
協
力
方
お
願
い
 

◇

選
管
委
員

曾
 

（
イ
）
 必
明
選
挙
運
動
に
御

協
力
方
お
願
い
 

固
定

費
亜
評

債

審
責
委
員

決
る

去
る

一
月
『
大
日
固
定
査
琵

評
価
審
査
委
員
会
を
開
催
姿
員

長
は
左
記
の
通
り
決
定
し
ま
し

た
。
 

一
 

一
 の

と
お
り
保
険
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
 

（
 

死
亡
し
た
場
合三

十
万
円
 

（
 

次
の
傷
害
を
受
け
た
者

十
 
万
円

ィ
、
背
柱
の
骨
折
 

ロ
、
上
腕
又
は
前
腕
の
骨
折
 

（
、
大
た
い
又
は
下
た
い
骨
折
 

」
、
内
ぞ
う
の
破
裂
 

ホ
、
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
を

要
す
る
傷
害
で
医
師
の
治
療
を

要
す
る
期
間
が
三
十
日
以
上
の

も
の
 

へ
、
十
四
日
以
上
病
院
に
入
院

す
る
こ
と
を
要
す
る
偽
害
で
、
 

医
師
の
治
療
を
要
す
る
期
間
が

三
十
日
末
轟
の
も
の
 

ト
、
治
療
後
、
身
体
に
運
輸
省

令
で
定
め
る
程
度
の
傷
害
を
残

す
も
の
 

（
 

前
号
ィ
か
ら
ト
ま
で
に

掲
げ
る
傷
害
以
外
の
傷
害
を
受
 

れ
た
い
 

＞

五
栽

m
書
は
左
記
常
任
委
員
◇
 

＼
認
護
麓
爵
詫
◇
 

」鍛
“
」
」
」
ぞ
れ
別
A
◇
 

パ
、
請
願
書
は
麟
会
開
会
中
に

提
出
ず
る
を
原
則
と
す
る
の

で
な
る
べ
く
会
期
の
始
め
に

提
出
さ
れ
た
い
 

七
、
陳
情
書
に
つ
い
て
も
（
紹

介
蕪
員
は
必
要
な
い
）
請
覇

書
の
例
に
よ
り
提
晶
さ
れ
た
 
ッ
 

檀
精
一比
 
重
豪

論

畿
 

備
 

梗
（
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。
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椿
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熱
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取
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